
計画の区分： 学部の設置

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　0575-22-9401

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　0575-23-0884

　　　ｅ－mail　　nozue@u-gifu-ms.ac.jp

　　担当部局（課）名　ＩＲ室

　　　職名・氏名　　野末
ノズエ

明宏
アキヒロ

　　　電話番号　　0575-22-9401

令和２年５月１日現在

　作成担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人神野学園

[平成３０年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

岐阜医療科学大学　看護学部　看護学科

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私立170
注３

届出届出



＜看護学科＞

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　９
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　　 (看護学部：可児キャンパス）

　　（本部の位置）

　　　（愛知県名古屋市東区泉１丁目２３番３７号）

設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヤマダ　ヒロユキ ）

山田　弘幸

（平成26年4月1日）

（ﾏﾉ　ﾀﾀﾞｱｷ） （ﾔﾏｵｶ　ｶｽﾞｷﾖ）

間野　忠明 山岡　一清

（平成18年4月1日） (平成31年4月1日）

（ﾐﾅｲ　ｼﾞｭﾝｺ）

薬袋　淳子

（平成30年4月1日）

（ｽｷﾞｳﾗ　ﾋﾛｺ）

杉浦　浩子

（平成30年4月1日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

学 部 長

学科長等

　　　〒509－0293
　　　　岐阜県可児市虹ケ丘４－３－３
　　（関キャンパス）
　　　〒501－3892

　　　　ください。

学　　長

職　　名

前学長退任のため(平成
31年3月31日)（元）

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人神野学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岐阜医療科学大学
（２） 大　学　名

　　　　岐阜県関市市平賀字長峰７９５－１

（３） 調査対象大学等の位置

　　　〒461－0001
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　看護学部
　　　看護学科

　学士（看護学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

-人 -人 -人 -人 100人 -人 100人 -人 100人 -人

－ － － － 597 － 743 － 527 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 589 － 718 － 519 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 385 － 322 － 291 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 123 － 97 － 104 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

1.04

100

(　－　)

[ 　－　]

0.97－

[ 　－　]

100

(　－　) (　－　)

－ 1.23

(　－　)

[ 　－　] [ 　－　] [ 　－　]

100

1.08倍

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

0人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

４年 100人 年次 400人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位） 備　　考

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

保健衛生学関係
（看護学関係）

-倍

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

123 － 97 － 104 －

[　-  ] [　-  ] [　-  ] [　-  ] [　-  ] [　-  ]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

123 － 104 －

[　-  ] [　-  ] [　-  ] [　-  ]

（ - ） （ - ） （ 7 ） （ - ）

116 －

[　-  ] [　-  ]

（ 0 ） （ - ）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度令和元年度

２年次

３年次

平成２８年度 平成２９年度

計

備　　　　　考

－ － 123 324

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　][　　－ 　]

４年次

（　 －　 ）

220

（　 －　 ） （　 －　 ） （　 －　 ） （　7　 ）

平成３０年度

１年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

－ 人 － 人 平成２８年度 － 人 － 人

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 － 人 － 人

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 － 人 － 人

平成３０年度 － 人 － 人

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 － 人 － 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 － 人 － 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 0 人 0 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） －
平成２８年度の在学者数（ｂ） －

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） －
平成２９年度の在学者数（ｂ） －

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 123

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 220

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 324

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#VALUE! ％

#VALUE! ％

0 ％

= = 0 ％

0 ％=

=

=

=

=

=

=

=

－ 人

0

合　　計

人

令和元年度 220 人 0 人

人令和２年度 324 人 0

人平成３０年度 123

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

平成２９年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

－人
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【令和２年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

哲学 1前 2 兼1 哲学 1前 2 兼1

倫理学 1前 2 兼1 倫理学 1前 2 兼1

生命倫理学 1後 2 兼1 生命倫理学 1後 2 兼1

心理学 1前 2 兼1 心理学 1前 2 兼1

社会学 1前 2 兼1 社会学 1前 2 兼1

法学 1前 2 兼1 法学 1前 2 兼1

経済学 1前 2 兼1 経済学 1前 2 兼1

教育学 1後 2 兼1 教育学 1後 2 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

手話技法 1前 1 兼1 手話技法 1前 1 兼1

1前 1 1 1 2 1前 1 1 0 3
基礎セミナー 1前 1 8 3 10 8 5 基礎セミナー 1前 1 2 0 4 2 0

情報処理入門 1前 1 兼1 情報処理入門 1前 1 兼1

情報処理 1前 1 兼1 情報処理 1前 1 兼1

基礎数学 1前 1 兼1 基礎数学 1前 1 兼1

基礎物理学 1前 1 兼1 基礎物理学 1前 1 兼1

基礎化学 1前 1 兼1 基礎化学 1前 1 兼1

基礎生物学 1前 1 兼1 基礎生物学 1前 1 兼1

基礎英語 1前 1 兼1 基礎英語 1前 1 兼1

英語Ⅰ 1後 1 兼1 英語Ⅰ 1後 1 兼1

英語Ⅱ 2前 1 兼1 英語Ⅱ 2前 1 兼1

医療英語 2後 1 兼1 医療英語 2後 1 兼1

1後 1 兼3 1後 1 兼2

2前 1 兼2 2前 1 兼2

中国語 1前 1 兼1 中国語 1前 1 兼1

韓国語 1前 1 兼1 韓国語 1前 1 兼1

ドイツ語 1後 1 兼1 ドイツ語 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1前 1 1 兼4 1前 1 1 兼6

体育実技 1前 1 兼1 体育実技 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

- 10 32 0 9 3 10 8 5 兼30 - 10 32 0 3 0 4 3 0 兼30

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 　 　 　 　 兼1 1前 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

発達心理学 1後 1 　 兼1 発達心理学 1後 1 　 兼1

医療心理学 1後 1 　 兼1 医療心理学 1後 1 　 兼1

食生活論 3前 1 兼1 食生活論 3前 1 1 2 1 兼0

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 1 1 兼1 3前 1 1 兼0

社会福祉学 1後 1 兼1 社会福祉学 1後 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 2後 2 1

保健統計 2前 1 1 　 保健統計 2前 1 1 　

3前 1 1 　 兼1 3前 1 1 　 兼0

医学概論 1前 1 　 兼2 医学概論 1前 1 1 　 兼6

生化学 1後 1 　 兼1 生化学 1後 1 　 兼1

薬理学 3前 1 　 兼1 薬理学 3前 1 　 兼1

微生物学 1前 1 　 兼2 微生物学 1前 1 　 兼1

運動指導論 2前 1 　 兼1 運動指導論 2前 1 　 兼1

1後 1 1 　 1後 1 1 　

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼1

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼2

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼1 2後 1 　 　 　 　 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼2 2後 1 　 　 　 　 　 兼1

- 28 2 0 5 0 0 0 0 兼21 - 28 2 0 5 2 1 0 0 兼20

1前 2 1 1前 2 1 0

1後 1 1 1後 1 1

1後 2 1 1 1 2 1後 2 2 2 1 0

2前 2 1 1 2 2前 2 2 2 1 0

2前 1 1 1 1 2 2前 1 1 2 1 0

2後 1 1 1 2 2後 1 2 2 1 0

2前 1 1 1 1 2 2前 1 2 2 1 0

2後 2 1 1 1 2 2後 2 1 2 1 0

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 0

3前 2 1 1 1 兼2 3前 2 1 1 0 兼0

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 0

2後 2 2 2後 2 1 1

3前 2 2 1 兼1 3前 2 1 1 兼0

3後 2 2 1 3後 2 1 1

2前 2 1 1 1 兼1 2前 2 1 0 0 兼0

2後 2 1 1 3 1 2後 2 1 2 3 0

3前 2 1 1 3 1 兼2 3前 2 1 2 3 0 兼2

3後 3 1 1 3 1 3後 3 1 2 3 0

3後 3 1 1 3 1 3後 3 1 2 3 0

2後 2 1 3 1 2後 2 1 1 2 0

3前 2 1 3 1 3前 2 1 1 2 0

3後 4 1 3 1 3後 4 1 1 2 0

2後 2 1 1 兼1 2後 2 1 1 1 兼1

3前 2 1 1 1 兼1 3前 2 1 1 1 兼1

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

2前 2 1 兼1 2前 2 1 1 兼0

2後 2 1 2 1 2後 2 0 2 0 1

3前 2 兼3 3前 2 兼2

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼0

3前 2 1 2 1 3前 2 0 2 0 1 1

4前 2 2 4前 2 2 0 1 1

4前 2 1 2 1 4前 2 0 2 0 1 1

4通 4 1 2 1 4通 4 0 2 0 1 1

4後 1 1 2 1 4後 1 0 2 0 1 1

4後 1 兼2 4後 1 兼2

3前 1 兼6 3前 1 兼7

3前 1 3 1 3前 1 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

4後 1 1 3 4後 1 2 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

2後 2 2 1 1 2後 2 2 0 0

3前 2 2 1 1 兼2 3前 2 2 0 1 1 兼0

3後 2 2 1 1 3後 2 2 0 1 1

4後 2 7 2 1 兼5 4後 2 6 3 0 兼5

4後 2 1 4後 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4前 2 5 3 7 6 3 4前 2 2 3 6 5 0

4後 1 1 4後 1 1

2後 1 3 兼2 2後 1 3 1 兼2

4後 1 1 兼1 4後 1 1 兼1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 3 1 兼7 4前 1 3 1 兼7

4通 3 9 3 10 8 5 4通 3 9 5 8 9 2

- 76 21 0 9 3 10 8 5 兼38 小計（54科目） - 76 21 0 10 5 8 8 2 兼31

- 114 55 0 9 3 10 8 5 兼78 - 114 55 0 10 5 8 8 2 兼67

２　授業科目の概要

＜看護学部　看護学科＞

科
目
区
分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

健康科学概論 健康科学概論

チーム医療論 チーム医療論

環境科学概論 環境科学概論

英会話Ⅰ（初級） 英会話Ⅰ（初級）

英会話Ⅱ（中級） 英会話Ⅱ（中級）

ポルトガル語 ポルトガル語

基

　

礎

　

科

　

目

社会慣習・マナー技法 社会慣習・マナー技法

カウンセリング技法 カウンセリング技法

ボランティア技法 ボランティア技法

アカデミック技法 アカデミック技法

小計（34科目） 小計（34科目）

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

人体構造学Ⅰ 人体構造学Ⅰ

人体構造学Ⅱ 人体構造学Ⅱ

基

　

礎

　

科

　

目

保健医療福祉制度論Ⅱ 保健医療福祉制度論Ⅱ

保健学Ⅰ（公衆衛生） 保健学Ⅰ（公衆衛生）

保健学Ⅱ（疫学） 保健学Ⅱ（疫学）

人体生理機能学Ⅰ 人体生理機能学Ⅰ

人体生理機能学Ⅱ 人体生理機能学Ⅱ

保健医療福祉制度論Ⅰ 保健医療福祉制度論Ⅰ

疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ） 疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ）

疾病・治療論Ⅲ（精神） 疾病・治療論Ⅲ（精神）

疾病・治療論Ⅳ（母性） 疾病・治療論Ⅳ（母性）

医療安全管理学 医療安全管理学

臨床病理学総論 臨床病理学総論

疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ） 疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅴ（小児） 疾病・治療論Ⅴ（小児）

小計（26科目） 小計（26科目）

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ 看護学概論Ⅱ

基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術） 基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ

基礎看護学方法Ⅰ （共通基本技術） 基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）

基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術） 基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）

基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術） 基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）

小児看護学概論 小児看護学概論

小児看護学方法 小児看護学方法

小児看護学実習 小児看護学実習

母性看護学概論 母性看護学概論

母性看護学方法 母性看護学方法

母性看護学実習 母性看護学実習

成人看護学実習Ⅰ 成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ 成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 老年看護学概論

成人看護学概論 成人看護学概論

成人看護学方法Ⅰ（急性期） 成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期） 成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

精神看護学方法 精神看護学方法

精神看護学実習 精神看護学実習

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護学概論

老年看護学方法 老年看護学方法

老年看護学実習 老年看護学実習

精神看護学概論 精神看護学概論

公衆衛生看護方法論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護方法論Ⅱ

公衆衛生看護診断演習 公衆衛生看護診断演習

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動） 公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健） 公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健） 公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健）

医療データ分析論 医療データ分析論

看護教育学 看護教育学

感染看護論 感染看護論

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動） 公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健) 公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)

看護倫理 看護倫理

在宅看護論 在宅看護論

在宅看護方法 在宅看護方法

在宅看護実習 在宅看護実習

鍼灸・漢方セミナー 鍼灸・漢方セミナー

トリートメントケアセミナー トリートメントケアセミナー

フィジカルアセスメント論 フィジカルアセスメント論

統合看護実習 統合看護実習

看護理論 看護理論

家族援助論 家族援助論

統合看護演習 統合看護演習

災害看護論 災害看護論

看護管理学 看護管理学

卒業研究 卒業研究

小計（54科目）

合計（114科目） 合計（114科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

ターミナルケア論 ターミナルケア論

国際看護論 国際看護論

チーム医療演習 チーム医療演習

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野8単位以
上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野
8単位以上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））
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【平成３０年度】 【令和元年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

哲学 1前 2 兼1 哲学 1前 2 兼1

倫理学 1前 2 兼1 倫理学 1前 2 兼1

生命倫理学 1後 2 兼1 生命倫理学 1後 2 兼1

心理学 1前 2 兼1 心理学 1前 2 兼1

社会学 1前 2 兼1 社会学 1前 2 兼1

法学 1前 2 兼1 法学 1前 2 兼1

経済学 1前 2 兼1 経済学 1前 2 兼1

教育学 1後 2 兼1 教育学 1後 2 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

手話技法 1前 1 兼1 手話技法 1前 1 兼1

1前 1 1 1 2 1前 1 1 1 2

基礎セミナー 1前 1 9 3 10 9 3 基礎セミナー 1前 1 2 0 2 2 1

情報処理入門 1前 1 兼1 情報処理入門 1前 1 兼1

情報処理 1前 1 兼1 情報処理 1前 1 兼1

基礎数学 1前 1 兼1 基礎数学 1前 1 兼1

基礎物理学 1前 1 兼1 基礎物理学 1前 1 兼1

基礎化学 1前 1 兼1 基礎化学 1前 1 兼1

基礎生物学 1前 1 兼1 基礎生物学 1前 1 兼1

基礎英語 1前 1 兼1 基礎英語 1前 1 兼1

英語Ⅰ 1後 1 兼1 英語Ⅰ 1後 1 兼1

英語Ⅱ 2前 1 兼1 英語Ⅱ 2前 1 兼1

医療英語 2後 1 兼1 医療英語 2後 1 兼1

1後 1 兼3 1後 1 兼1

2前 1 兼2 2前 1 兼1

中国語 1前 1 兼1 中国語 1前 1 兼1

韓国語 1前 1 兼1 韓国語 1前 1 兼1

ドイツ語 1後 1 兼1 ドイツ語 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1前 1 1 兼7 1前 1 1 兼6

体育実技 1前 1 兼1 体育実技 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

- 10 32 0 9 3 10 9 3 兼34 - 10 32 0 3 1 3 2 1 兼22

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 　 　 　 　 兼1 1前 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

発達心理学 1後 1 　 兼1 発達心理学 1後 1 　 兼1

医療心理学 1後 1 　 兼1 医療心理学 1後 1 　 兼1

食生活論 3前 1 兼1 食生活論 3前 1 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 1 1 兼1 3前 1 1 兼1

社会福祉学 1後 1 兼1 社会福祉学 1後 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 2後 2 1

保健統計 2前 1 1 　 保健統計 2前 1 1 　

3前 1 1 　 兼1 3前 1 1 　 兼1

医学概論 1前 1 　 兼2 医学概論 1前 1 1 　 兼7

生化学 1後 1 　 兼1 生化学 1後 1 　 兼1

薬理学 3前 1 　 兼1 薬理学 3前 1 　 兼1

微生物学 1前 1 　 兼2 微生物学 1前 1 　 兼2

運動指導論 2前 1 　 兼1 運動指導論 2前 1 　 兼1

1後 1 1 　 1後 1 1 　

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼1

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼2

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼1 2後 1 　 　 　 　 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼2 2後 1 　 　 　 　 　 兼2

- 28 2 0 5 0 0 0 0 兼23 - 28 2 0 4 0 0 0 0 兼24

1前 2 1 1前 2 1 1

1後 1 2 1後 1 1

1後 2 2 1 1 1 1後 2 1 3 1 1

2前 2 1 1 1 1 2前 2 1 3 1 1

2前 1 2 1 1 1 2前 1 1 2 0 1

2後 1 1 1 1 1 2後 1 1 3 1 1

2前 1 2 1 1 1 2前 1 1 3 1 1

2後 2 2 1 1 1 2後 2 1 3 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 2 1 1 1 兼2 3前 2 1 1 1 兼2

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

2後 2 2 2後 2 2 1

3前 2 2 1 兼1 3前 2 2 1 兼1

3後 2 2 1 3後 2 2 1

2前 2 1 1 1 兼1 2前 2 1 0 0 兼0

2後 2 1 1 4 0 2後 2 1 2 2 0

3前 2 1 1 3 0 兼2 3前 2 2 2 2 0 兼2

3後 3 1 1 4 0 3後 3 2 2 2 0

3後 3 1 1 4 0 3後 3 2 2 2 0

2後 2 1 3 1 2後 2 1 1 2 0

3前 2 1 3 1 3前 2 1 1 2 0

3後 4 1 3 1 3後 4 1 1 2 0

2後 2 1 1 兼1 2後 2 1 1 1 兼1

3前 2 1 1 1 兼1 3前 2 1 1 1 兼1

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

2前 2 1 兼1 2前 2 1 1 兼1

2後 2 1 2 1 2後 2 0 1 1 1

3前 2 兼3 3前 2 兼3

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼1

3前 2 1 2 1 3前 2 0 1 1 1

4前 2 2 4前 2 1 1 1

4前 2 1 2 1 4前 2 0 1 1 1

4通 4 1 2 1 4通 4 0 1 1 1

4後 1 1 2 1 4後 1 0 1 1 1

4後 1 兼2 4後 1 兼2

3前 1 兼6 3前 1 兼6

3前 1 3 1 3前 1 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

4後 1 1 3 4後 1 2 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

2後 2 2 1 1 2後 2 2 0 0

3前 2 2 1 1 兼2 3前 2 2 0 1 兼2

3後 2 2 1 1 3後 2 2 0 1

4後 2 8 2 1 兼5 4後 2 6 3 0 兼5

4後 2 1 4後 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4前 2 5 3 7 7 2 4前 2 2 3 6 5 1

4後 1 1 4後 1 1

2後 1 3 兼2 2後 1 3 1 兼2

4後 1 1 兼1 4後 1 1 兼1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 3 1 兼7 4前 1 3 1 兼7

4通 3 10 3 10 9 3 4通 3 9 5 9 8 2

小計（54科目） - 76 21 0 10 3 10 9 3 兼38 小計（54科目） - 76 21 0 10 5 9 8 2 兼37

- 114 55 0 10 3 10 9 3 兼82 - 114 55 0 10 5 9 8 2 兼74

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

健康科学概論

チーム医療論

科目
区分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

健康科学概論

チーム医療論

保健学Ⅰ（公衆衛生）

保健学Ⅱ（疫学）

医療安全管理学

臨床病理学総論

疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ）

環境科学概論

小計（34科目）

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

人体構造学Ⅰ

人体構造学Ⅱ

人体生理機能学Ⅰ

人体生理機能学Ⅱ

保健医療福祉制度論Ⅰ

保健医療福祉制度論Ⅱ

基

　

礎

　

科

　

目

社会慣習・マナー技法

カウンセリング技法

ボランティア技法

アカデミック技法

英会話Ⅰ（初級）

英会話Ⅱ（中級）

ポルトガル語

疾病・治療論Ⅲ（精神）

疾病・治療論Ⅳ（母性）

疾病・治療論Ⅴ（小児）

小計（26科目）

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ

基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）

基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）

基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）

小児看護学概論

小児看護学方法

小児看護学実習

成人看護学概論

成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

母性看護学概論

母性看護学方法

母性看護学実習

精神看護学方法

精神看護学実習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健）

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論

老年看護学方法

老年看護学実習

精神看護学概論

医療データ分析論

看護教育学

感染看護論

鍼灸・漢方セミナー

トリートメントケアセミナー

フィジカルアセスメント論

公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ

公衆衛生看護診断演習

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)

看護倫理

統合看護実習

看護理論

家族援助論

ターミナルケア論

国際看護論

チーム医療演習

在宅看護論

在宅看護方法

在宅看護実習

統合看護演習

災害看護論

看護管理学

卒業研究

合計（114科目）

卒業要件及び履修方法

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野8
単位以上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））

卒業研究

合計（114科目）

卒業要件及び履修方法

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野
8単位以上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））

科
目
区
分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

保健学Ⅰ（公衆衛生）

保健学Ⅱ（疫学）

医療安全管理学

臨床病理学総論

疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ）

環境科学概論

小計（34科目）

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

人体構造学Ⅰ

人体構造学Ⅱ

人体生理機能学Ⅰ

人体生理機能学Ⅱ

保健医療福祉制度論Ⅰ

保健医療福祉制度論Ⅱ

基

　

礎

　

科

　

目

社会慣習・マナー技法

カウンセリング技法

ボランティア技法

アカデミック技法

英会話Ⅰ（初級）

英会話Ⅱ（中級）

ポルトガル語

疾病・治療論Ⅲ（精神）

疾病・治療論Ⅳ（母性）

疾病・治療論Ⅴ（小児）

小計（26科目）

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ

基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）

基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）

基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）

小児看護学概論

小児看護学方法

小児看護学実習

成人看護学概論

成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

母性看護学概論

母性看護学方法

母性看護学実習

精神看護学方法

精神看護学実習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健）

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論

老年看護学方法

老年看護学実習

精神看護学概論

医療データ分析論

看護教育学

感染看護論

鍼灸・漢方セミナー

トリートメントケアセミナー

フィジカルアセスメント論

公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ

公衆衛生看護診断演習

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)

看護倫理

統合看護実習

看護理論

家族援助論

ターミナルケア論

国際看護論

チーム医療演習

在宅看護論

在宅看護方法

在宅看護実習

統合看護演習

災害看護論

看護管理学

6



【平成３０年度】 【令和元年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

哲学 1前 2 兼1 哲学 1前 2 兼1

倫理学 1前 2 兼1 倫理学 1前 2 兼1

生命倫理学 1後 2 兼1 生命倫理学 1後 2 兼1

心理学 1前 2 兼1 心理学 1前 2 兼1

社会学 1前 2 兼1 社会学 1前 2 兼1

法学 1前 2 兼1 法学 1前 2 兼1

経済学 1前 2 兼1 経済学 1前 2 兼1

教育学 1後 2 兼1 教育学 1後 2 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

手話技法 1前 1 兼1 手話技法 1前 1 兼1

1前 1 1 1 2 1前 1 1 1 2

基礎セミナー 1前 1 9 3 10 9 3 基礎セミナー 1前 1 2 0 2 2 1

情報処理入門 1前 1 兼1 情報処理入門 1前 1 兼1

情報処理 1前 1 兼1 情報処理 1前 1 兼1

基礎数学 1前 1 兼1 基礎数学 1前 1 兼1

基礎物理学 1前 1 兼1 基礎物理学 1前 1 兼1

基礎化学 1前 1 兼1 基礎化学 1前 1 兼1

基礎生物学 1前 1 兼1 基礎生物学 1前 1 兼1

基礎英語 1前 1 兼1 基礎英語 1前 1 兼1

英語Ⅰ 1後 1 兼1 英語Ⅰ 1後 1 兼1

英語Ⅱ 2前 1 兼1 英語Ⅱ 2前 1 兼1

医療英語 2後 1 兼1 医療英語 2後 1 兼1

1後 1 兼3 1後 1 兼1

2前 1 兼2 2前 1 兼1

中国語 1前 1 兼1 中国語 1前 1 兼1

韓国語 1前 1 兼1 韓国語 1前 1 兼1

ドイツ語 1後 1 兼1 ドイツ語 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1前 1 1 兼7 1前 1 1 兼6

体育実技 1前 1 兼1 体育実技 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

- 10 32 0 9 3 10 9 3 兼34 - 10 32 0 3 1 3 2 1 兼22

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 　 　 　 　 兼1 1前 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 兼1 1後 1 　 　 　 　 　 兼1

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

発達心理学 1後 1 　 兼1 発達心理学 1後 1 　 兼1

医療心理学 1後 1 　 兼1 医療心理学 1後 1 　 兼1

食生活論 3前 1 兼1 食生活論 3前 1 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 1 1 兼1 3前 1 1 兼1

社会福祉学 1後 1 兼1 社会福祉学 1後 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 2後 2 1

保健統計 2前 1 1 　 保健統計 2前 1 1 　

3前 1 1 　 兼1 3前 1 1 　 兼1

医学概論 1前 1 　 兼2 医学概論 1前 1 1 　 兼7

生化学 1後 1 　 兼1 生化学 1後 1 　 兼1

薬理学 3前 1 　 兼1 薬理学 3前 1 　 兼1

微生物学 1前 1 　 兼2 微生物学 1前 1 　 兼2

運動指導論 2前 1 　 兼1 運動指導論 2前 1 　 兼1

1後 1 1 　 1後 1 1 　

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼1

2前 2 　 兼1 2前 2 　 兼2

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼1 2後 1 　 　 　 　 　 兼1

2後 1 　 　 　 　 　 兼2 2後 1 　 　 　 　 　 兼2

- 28 2 0 5 0 0 0 0 兼23 - 28 2 0 4 0 0 0 0 兼24

1前 2 1 1前 2 1 1

1後 1 2 1後 1 1

1後 2 2 1 1 1 1後 2 1 3 1 1

2前 2 1 1 1 1 2前 2 1 3 1 1

2前 1 2 1 1 1 2前 1 1 2 0 1

2後 1 1 1 1 1 2後 1 1 3 1 1

2前 1 2 1 1 1 2前 1 1 3 1 1

2後 2 2 1 1 1 2後 2 1 3 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 2 1 1 1 兼2 3前 2 1 1 1 兼2

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

2後 2 2 2後 2 2 1

3前 2 2 1 兼1 3前 2 2 1 兼1

3後 2 2 1 3後 2 2 1

2前 2 1 1 1 兼1 2前 2 1 0 0 兼0

2後 2 1 1 4 0 2後 2 1 2 2 0

3前 2 1 1 3 0 兼2 3前 2 2 2 2 0 兼2

3後 3 1 1 4 0 3後 3 2 2 2 0

3後 3 1 1 4 0 3後 3 2 2 2 0

2後 2 1 3 1 2後 2 1 1 2 0

3前 2 1 3 1 3前 2 1 1 2 0

3後 4 1 3 1 3後 4 1 1 2 0

2後 2 1 1 兼1 2後 2 1 1 1 兼1

3前 2 1 1 1 兼1 3前 2 1 1 1 兼1

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

2前 2 1 兼1 2前 2 1 1 兼1

2後 2 1 2 1 2後 2 0 1 1 1

3前 2 兼3 3前 2 兼3

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼1

3前 2 1 2 1 3前 2 0 1 1 1

4前 2 2 4前 2 1 1 1

4前 2 1 2 1 4前 2 0 1 1 1

4通 4 1 2 1 4通 4 0 1 1 1

4後 1 1 2 1 4後 1 0 1 1 1

4後 1 兼2 4後 1 兼2

3前 1 兼6 3前 1 兼6

3前 1 3 1 3前 1 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

4後 1 1 3 4後 1 2 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

2後 2 2 1 1 2後 2 2 0 0

3前 2 2 1 1 兼2 3前 2 2 0 1 兼2

3後 2 2 1 1 3後 2 2 0 1

4後 2 8 2 1 兼5 4後 2 6 3 0 兼5

4後 2 1 4後 2 1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

4前 2 5 3 7 7 2 4前 2 2 3 6 5 1

4後 1 1 4後 1 1

2後 1 3 兼2 2後 1 3 1 兼2

4後 1 1 兼1 4後 1 1 兼1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 3 1 兼7 4前 1 3 1 兼7

4通 3 10 3 10 9 3 4通 3 9 5 9 8 2

小計（54科目） - 76 21 0 10 3 10 9 3 兼38 小計（54科目） - 76 21 0 10 5 9 8 2 兼37

- 114 55 0 10 3 10 9 3 兼82 - 114 55 0 10 5 9 8 2 兼74

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

科目
区分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

科
目
区
分

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

基

　

礎

　

科

　

目

基

　

礎

　

科

　

目

社会慣習・マナー技法 社会慣習・マナー技法

カウンセリング技法 カウンセリング技法

ボランティア技法 ボランティア技法

アカデミック技法 アカデミック技法

英会話Ⅰ（初級） 英会話Ⅰ（初級）

英会話Ⅱ（中級） 英会話Ⅱ（中級）

ポルトガル語 ポルトガル語

健康科学概論 健康科学概論

チーム医療論 チーム医療論

環境科学概論 環境科学概論

小計（34科目） 小計（34科目）

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

専

　

門

　

基

　

礎

　

科

　

目

人類遺伝・発生学

人体構造学Ⅰ 人体構造学Ⅰ

人体構造学Ⅱ 人体構造学Ⅱ

人体生理機能学Ⅰ 人体生理機能学Ⅰ

人体生理機能学Ⅱ 人体生理機能学Ⅱ

保健医療福祉制度論Ⅰ 保健医療福祉制度論Ⅰ

保健医療福祉制度論Ⅱ 保健医療福祉制度論Ⅱ

保健学Ⅰ（公衆衛生） 保健学Ⅰ（公衆衛生）

保健学Ⅱ（疫学） 保健学Ⅱ（疫学）

医療安全管理学 医療安全管理学

臨床病理学総論 臨床病理学総論

疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ） 疾病・治療論Ⅰ（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ） 疾病・治療論Ⅱ（成人･老年Ⅱ）

疾病・治療論Ⅲ（精神） 疾病・治療論Ⅲ（精神）

疾病・治療論Ⅳ（母性） 疾病・治療論Ⅳ（母性）

疾病・治療論Ⅴ（小児） 疾病・治療論Ⅴ（小児）

小計（26科目） 小計（26科目）

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

専

　

門

　

科

　

目

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ 看護学概論Ⅱ

基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術） 基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）

基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術） 基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）

基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術） 基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）

基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術） 基礎看護学方法Ⅳ（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ

母性看護学概論 母性看護学概論

母性看護学方法 母性看護学方法

母性看護学実習 母性看護学実習

小児看護学概論 小児看護学概論

小児看護学方法 小児看護学方法

小児看護学実習 小児看護学実習

成人看護学概論 成人看護学概論

成人看護学方法Ⅰ（急性期） 成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期） 成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ 成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ 成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 老年看護学概論

老年看護学方法 老年看護学方法

老年看護学実習 老年看護学実習

精神看護学概論 精神看護学概論

精神看護学方法 精神看護学方法

精神看護学実習 精神看護学実習

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動） 公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健） 公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健） 公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健）

公衆衛生看護方法論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護方法論Ⅱ

公衆衛生看護診断演習 公衆衛生看護診断演習

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動） 公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）

公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健) 公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)

看護倫理 看護倫理

医療データ分析論 医療データ分析論

看護教育学 看護教育学

感染看護論 感染看護論

鍼灸・漢方セミナー 鍼灸・漢方セミナー

トリートメントケアセミナー トリートメントケアセミナー

フィジカルアセスメント論 フィジカルアセスメント論

在宅看護論 在宅看護論

在宅看護方法 在宅看護方法

在宅看護実習 在宅看護実習

統合看護演習 統合看護演習

災害看護論 災害看護論

看護管理学 看護管理学

統合看護実習 統合看護実習

看護理論 看護理論

合計（114科目） 合計（114科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野8
単位以上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））

卒業要件として、必修科目116単位以上（基礎分野10単位・専門基礎分野28単位・専門科目78単位以上）、選択科目8単位以上（基礎分野
8単位以上）、計124単位以上修得すること。
（履修科目の上限：50単位（年間））

家族援助論 家族援助論

ターミナルケア論 ターミナルケア論

国際看護論 国際看護論

チーム医療演習 チーム医療演習

卒業研究 卒業研究
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【平成３０年度】

【令和元年度】

【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

・教育体制充実のため、「基礎セミナー」の専任教員の配置を「教授8」から「教授2」、「准教授3」から「准教授0」、「講師10」から「講師2」、「助教8」から「助教2」、「助手5」から「助手1」に変更。
・担当教員退任に係る教育体制充実のため、「医学概論」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」、兼任・兼担教員の配置を「兼2」から「兼7」に変更。
・教育体制充実のため、「疾病・治療論Ⅱ（成人・老年Ⅱ）」の兼任・兼担教員の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員退任に係る教育体制充実のため、「看護学概論Ⅰ」の専任教員の配置を「講師0」から「講師1」に変更。
・担当教員退任に係る教育体制充実のため、「看護学概論Ⅱ」の専任教員の配置をH30年度に「講師1」から「講師2」、令和元年度に「講師2」から「講師1」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）」の専任教員の配置を、H30年度に「教授1」から「教授2」、令和元年度に「教授2」から「教授1」、また「講師1」から「講師3」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）」の専任教員の配置を、「講師1」から「講師3」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）」の専任教員の配置を、H30年度に「教授1」から「教授2」、令和元年度に「教授2」から「教授1」、また「講師1」から「講師2」、「助教1」から「助
教0」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学方法Ⅳ（疾病・治療に伴う援助技術）」の専任教員の配置を、「講師1」から「講師3」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学実習Ⅰ」の専任教員の配置を、H30年度に「教授1」から「教授2」、令和元年度に「教授2」から「教授1」、また「講師1」から「講師3」に変更。
・教育体制充実のため、「基礎看護学実習Ⅱ」の専任教員の配置を、H30年度に「教授1」から「教授2」、令和元年度に「教授2」から「教授1」、また「講師1」から「講師3」に変更。
・教育体制充実のため、「成人看護学概論」の専任教員の配置を、「講師1」から「講師0」、「助手1」から「助手0」に変更。
・昇任並びに教育体制充実のため、「成人看護学方法Ⅰ（急性期）」の専任教員の配置を「講師1」から「講師2」、「助教3」から「助教2」に変更。
・新規教員及び教育体制充実のため、「成人看護学方法Ⅱ（慢性期）」の専任教員の配置を「教授1」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助教3」から「助教2」に変更。
・新規教員及び教育体制充実のため、「成人看護学実習Ⅰ」の専任教員の配置を「教授1」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助教3」から「助教2」に変更。
・新規教員及び教育体制充実のため、「成人看護学実習Ⅱ」の専任教員の配置を「教授1」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助教3」から「助教2」に変更。
・昇任並びに教育体制充実のため、「老年看護学概論」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に、「講師3」から「講師2」、「助手1」から「助手0」に変更。
・昇任並びに教育体制充実のため、「老年看護学方法」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に、「講師3」から「講師2」、「助手1」から「助手0」に変更。
・昇任並びに教育体制充実のため、「老年看護学実習」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に、「講師3」から「講師2」、「助手1」から「助手0」に変更。
・教員補充並びに教育体制充実のため、「精神看護学概論」の専任教員の配置を「助教0」から「助教1」に変更。
・教育体制充実のため、「公衆衛生看護学概論」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更。

・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」に変更。
・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護方法論Ⅰ」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」に変更。
・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護活動論Ⅱ」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」、「助教0」から「助教1」に変更。
・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護診断演習」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」に変更。
・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」に変更。
・昇任及び教育体制充実のため、「公衆衛生看護方法論Ⅱ（産業保健）」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」、「講師2」から「講師1」に変更。
・教員退任に係る教育体制見直しのため、「看護教育学」の専任教員の配置を「教授3」から「教授2」に変更。・教員昇任及び退任に係る教育体制見直しのため、「トリートメントケアセミナー」の専任教員の配置を
「准教授1」から「准教授2」、「講師3」から「講師1」に変更。
・教員退任に係る教育体制見直しのため、「在宅看護論」の専任教員の配置を「講師1」から「講師0」、「助教1」から「助教0」に変更。
・教員退任に係る教育体制見直しのため、「在宅看護方法」の専任教員の配置を「講師1」から「講師0」に変更。
・教員退任に係る教育体制見直しのため、「在宅看護実習」の専任教員の配置を「講師1」から「講師0」に変更。
・教員退任に係る教育体制見直しのため、「統合看護演習」の専任教員の配置を「教授7」から「教授6」、「准教授2」から「准教授3」、「講師1」から「講師0」に変更。
・教育体制充実のため、「統合看護実習」の専任教員の配置を「教授5」から「教授2」、「講師7」から「講師6」、平成30年度に「助教6」から「助教7」及び「助手3」から「助手2」、令和元年度に「助教7」から「助教
5」及び「助手2」から「助手1」に変更。
・教育体制充実のため、「家族援助論」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更。
・教育体制充実のため。「卒業研究」の専任教員の配置を平成30年度に「教授9」から「教授10」、「助教8」から「助教9」、「助手5」から「助手3」、令和元年度に「教授10」から「教授9」、「准教授3」を「准教授
5」、「講師10」を「講師9」、「助教9」から「助教8」、「助手3」から「助手2」に変更。

（２） 授業科目数

・教員退任及び教育体制見直しのため、「アカデミック技法」の専任教員の配置を「准教授1」から「准教授0」、「講師2」の配置を「講師3」に変更。
・教育体制見直しのため、「基礎セミナー」の専任教員の配置を「講師10」から「講師4」、「助手5」から「助手0」に変更。
・教育体制見直しのため、「英会話Ⅰ（初級）」の兼任・兼担教員の配置を「兼3」から「兼2」に変更。
・教育体制見直しのため、「食生活論」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授0」から「准教授2」、「講師0」から「講師1」とし、兼任・兼担教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・教育体制見直しのため、「保健医療福祉制度論Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・教育体制見直しのため、「医学概論」の兼任・兼担教員の配置を「兼2」から「兼6」に変更。
・教育体制見直しのため、「微生物学」の兼任・兼担教員の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・教育体制見直しのため、「疾病・治療論Ⅴ（小児）」の兼任・兼担教員の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学方法Ⅰ（共通基本技術）」の専任教員の配置を、「教授1」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学方法Ⅱ（日常生活援助技術）」の専任教員の配置を、「教授0」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）」の専任教員の配置を、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学方法Ⅳ（疾病・治療に伴う援助技術）」の専任教員の配置を、「教授0」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学実習Ⅰ」の専任教員の配置を、「教授1」から「教授2」、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教員退任、昇任及び教育体制見直しのため、「基礎看護学実習Ⅱ」の専任教員の配置を、「講師1」から「講師2」、「助手2」から「助手0」に変更。
・教育体制見直しのため、「母性看護学概論」の助手の配置を、「助手1」から「助手0」に変更。
・昇任及び教育体制見直しのため、「母性看護学方法」の助手の配置を、「助手1」から「助手0」、兼担・兼任教員の配置を「兼2」から「兼0」に変更
・昇任及び教育体制見直しのため、「母性看護学実習」の助手の配置を、「助手1」から「助手0」に変更。
・教員退任及び教育体制見直しのため、「小児看護学概論」の専任教員の配置を、「准教授2」から「准教授1」、「講師0」を「講師1」に変更。
・教員退任及び教育体制見直しのため、「小児看護学方法」の専任教員の配置を、「准教授2」から「准教授1」、兼担・兼任教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・教員退任及び教育体制見直しのため、「小児看護学実習」の専任教員の配置を、「准教授2」から「准教授1」に変更。
・教育体制見直しのため、「成人看護学方法Ⅰ（急性期）」の助手の配置を「助手1」から「助手0」、兼担・兼任教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・教育体制見直しのため、「成人看護学方法Ⅱ（慢性期）」の助手の配置を「助手1」から「助手0」に変更。
・教育体制見直しのため、「成人看護学実習Ⅰ」の助手の配置を「助手1」から「助手0」に変更。
・教育体制見直しのため、「成人看護学実習Ⅱ」の助手の配置を「助手1」から「助手0」に変更。

　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

・教育体制充実のため、専任教員（教授）１名増員及び助手から助教へ１名昇任の理由により、「基礎セミナー」の専任教員等の　配置を「教授８」から「教授９」、「助教８」から「助教９」に増員し、また助手の配
置を昇任及び１名退職により　「５」から「３」に減員。
・教育体制充実の理由により、「チーム医療論」の兼担・兼任教員等の配置を「４」から「７」に変更。
・教育体制充実のため、専任教員（教授）１名増員の理由により、「看護学概論Ⅱ」、「基礎看護学方法Ⅰ」（共通基本技術）、「基礎看護学方法Ⅱ」（日常生活援助）、　基礎看護学方法Ⅲ（看護過程展開技術）、基
礎看護学方法Ⅳ（診断治療に伴う 援助技術）、「基礎看護学実習Ⅰ」、「基礎看護学実習Ⅱ」、「統合看護実習」、「卒業研究」の教授数の配置を１名増員。
・助手１名退職の理由により、「基礎看護学方法Ⅰ」（共通基本技術）、「基礎看護学方法Ⅱ」（日常生活援助技術）、「基礎看護学方法Ⅲ」（看護過程展開技術）、「基礎看護学方法Ⅳ」（診断・治療に伴う援助技
術）、「基礎看護学実習Ⅰ」、「基礎看護学実習Ⅱ」、の助手の配置を１名減員。
・教育体制充実のため助手から助教に１名昇任の理由により、「成人看護学方法Ⅰ」（急性期）、「成人看護学方法Ⅱ」（慢性期）「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」、「統合看護実習」、「卒業研究」の助
教の配置を１名増員し助手を1名減員。
（「卒業研究」にあっては昇任及び退職の理由により助手の配置を「５」から「３」に変更）

　　　　 　　　　

・教育体制見直しのため、「公衆衛生看護学概論」の兼任・兼担教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・昇任及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授2」、「講師2」から「講師0」に変更。
・教育体制見直しのため、「公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業保健）」の兼任・兼担教員の配置を「兼3」から「兼2」に変更。
・教育体制見直しのため、「公衆衛生看護活動論Ⅲ（学校保健）」の兼任・兼担教員の配置を「兼1」から「兼0」に変更。
・昇任及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護方法論Ⅰ」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授2」、「講師2」から「講師0」、「助手0」から「助手1」に変更。
・採用及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護方法論Ⅱ」の専任教員の配置を「助教0」から「助教1」、「助手0」から「助手1」に変更。
・昇任、採用及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護診断演習」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授2」、「講師2」から「講師0」、「助手0」から「助手1」に変更。
・昇任、採用及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授2」、「講師2」から「講師0」、「助手0」から「助手1」に変更。
・昇任、採用及び教育体制見直しのため、「公衆衛生看護学実習Ⅱ（産業保健）」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授2」、「講師2」から「講師0」、「助手0」から「助手1」に変更。
・教育体制見直しのため、「医療データ分析論」の兼任・兼担教員の配置を「兼6」から「兼7」に変更。
・教育体制見直しのため、「在宅看護方法」の専任教員の配置に「助手0」から「助手1」を追加、兼担・兼任教員を「兼2」から「兼0」に変更。
・採用及び教育体制見直しのため、「在宅看護実習」の専任教員の配置専任教員の配置に「助手0」から「助手1」を追加。
・教育体制見直しのため、「統合看護実習」の専任教員の配置を「教授5」から「教授2」、「助手3」から「助手0」に変更。
・教育体制見直しのため、「家族援助論」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更。
・教育体制見直しのため「卒業研究」の専任教員の配置を「講師10」から「講師8」、「助教8」から「助教9」、「助手5」から「助手2」に変更。

74 40 0 114

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

計

74 40 0 114
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

114

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。
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備考

完成年度の図書・学術
雑誌数増加は見直しに
よる（２)

設備購入費の減少は、
必要設備の見直しによ
る（30）
設備購入費の増加は、
必要設備の見直しによ
る（元）

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　－　㎡ 　－　㎡ 65,616.54㎡65,616.54㎡

（32,514.60㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

看護学部　看護学科 室

冊

73〔15〕
80〔29〕

３　施設・設備の整備状況，経費

　－　㎡ 32,514.60㎡

（32,514.60㎡）

227,551.60㎡ 　－　㎡

計

32,514.60㎡ 　－　㎡

（　　－　　㎡） （　　－　　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,650千円 1,450千円

第４年次 第５年次

（　17,166〔1,244〕）

227,551.60㎡

語学学習施設

（補助職員－人）

1室

情報処理学習施設

4室

（補助職員－人）

（238）

　－　㎡

電子ジャーナル

24

600千円

面　　　　　積

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学経常費補助金、補助活動収入、寄付金、雑収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円
36,000

37,095千円

第６年次

8,364
3,796千円

10,500千円

15,800
16,065千円

14,800千円

開設年度

12,840
12,994千円

1,450千円   －　　千円

600千円

設備購入費

図書購入費

1,450千円   －　　千円

区　　分

閲 覧 座 席 数

（　17,166〔1,244〕） （　80　〔29〕） （　19〔19〕）

点

1,457.67㎡ 屋外バスケットコート１面

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

面　　　　　積

　－　㎡

14,600〔1,009〕
18,566〔1,444〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

12〔12〕
19〔19〕

562
706

1,364 238

12〔12〕
19〔19〕

（　80　〔29〕）

　－　㎡

81,180.54㎡

視聴覚資料

15,564.00㎡

　

図
書
・
設
備

(５)

計

73〔15〕
80〔29〕

種

看護学部

14,600〔1,009〕
18,566〔1,444〕

講　義　室

36室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(７) 体　　育　　館
体育室２部屋

開設前年度 完成年度

80,000

81,180.54㎡

　－　㎡ 146,371.06㎡

54室

実験実習室

16室

完成年度

132

（　19〔19〕） （　666　） （1,364）

収 納 可 能 冊 数

562
706

1,364 238

（1,364） （238）（　666　）

点

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　－　㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

146,371.06㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

726.73㎡

15,564.00㎡

　－　㎡ 　－　㎡
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

看護学部 1.08 1.04 平成30年度 平成30年度
岐阜県可児市虹ヶ

丘4-3-3

　看護学科 4 100 - 300 学士
（看護学）

1.08 1.04 平成30年度 平成30年度 同上

保健科学部 1.04 1.01 平成29年度 平成18年度
岐阜県関市市平賀

字長峰795-1

　臨床検査学科 4 90 - 360 学士
（保健学）

0.98 0.88 平成29年度 平成18年度 同上 平成29年度定員増（10名）

　放射線技術学科 4 90 - 360 学士
（保健学）

1.08 1.13 平成29年度 平成18年度 同上 平成29年度定員増（10名）

　看護学科 4 - - 90 学士
（看護学）

1.02 - - 平成18年度 同上 平成30年4月学生募集停止

薬学部

　薬学科 6 100 - 100 学士
（薬学）

0.79 0.79 - 令和2年度
岐阜県可児市虹ヶ

丘4-3-3

大学全体 4 380 - 1,210 - 1.03 0.96 - - -

保健医療学研究科
岐阜県関市市平賀

字長峰795-1

保健医療学専攻 2 9 - 18 0.55 0.55 - 平成28年度 同上

大学院全体 2 9 - 18 0.55 0.55 - - -

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

自動車工学科 2 200 - 400
短期大学士
（自動車工
学）

0.96 1.04
昭和42年
度

岐阜県加茂郡坂祝
町深萱1301

ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ
ｸﾞ学科

3 30 - 100
短期大学士
（自動車工
学）

1.00 0.73
平成21年
度

同上
平成30年度入学定員減(10
名)

大学全体 - 230 - 500 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

学位又
は称号

開設
年度

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

中日本自動車短期大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員
超過率

岐阜医療科学大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

修士(保
健医療
学)
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】

５　教員組織の状況

＜看護学部　看護学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等 職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専 教授

薬袋　淳子
（54）

＜平成30年４月＞

専 教授

薬袋　淳子
（54）

＜平成30年４月＞

専 教授

薬袋　淳子
（55）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護演習
統合看護実習
家族援助論
ターミナルケア論
チーム医療演習
卒業研究

チーム医療論
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護演習
統合看護実習
家族援助論
ターミナルケア論
チーム医療演習
卒業研究

チーム医療論
医学概論
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護演習
統合看護実習
家族援助論
ターミナルケア論
チーム医療演習
卒業研究

専任・

兼担・

兼任　

の別　

専 教授

教授

成　順月
（53）

＜平成30年４月＞

専 教授

専 教授

内野　聖子
（47）

＜平成30年４月＞

専 教授

内野　聖子
（47）

＜平成30年４月＞

専 教授

内野　聖子
（48）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

橋本　廣子
（69）

＜平成30年４月＞

専 教授

高田　規久子
（64）

＜平成30年４月＞

基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看学護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
医療安全管理学
基礎セミナー
卒業研究

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護演習
卒業研究

医療安全管理学
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
卒業研究

専 教授

成　順月
（53）

＜平成30年４月＞

専

専 教授

杉浦　浩子
（51）

＜平成30年４月＞

専

保健医療福祉制度論Ⅱ
公衆衛生看護学概論
家族援助論

専 教授

成　順月
（55）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
保健学Ⅱ（疫学）
保健統計
臨床病理学総論
卒業研究

専 教授

橋本　廣子
（67）

＜平成30年４月＞

専 教授

橋本　廣子
（67）

＜平成30年４月＞

専 教授

橋本　廣子
（68）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
保健医療福祉制度論Ⅱ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
（産業保健）

家族援助論
卒業研究

基礎セミナー
保健医療福祉制度論Ⅱ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
（産業保健）

家族援助論
卒業研究

保健医療福祉制度論Ⅱ
公衆衛生看護学概論
家族援助論

成　順月
（54）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
保健学Ⅱ（疫学）
保健統計
臨床病理学総論
統合看護演習
卒業研究

基礎セミナー
保健学Ⅱ（疫学）
保健統計
臨床病理学総論
統合看護演習
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
保健学Ⅱ（疫学）
保健統計
臨床病理学総論
卒業研究

専 教授

高田　規久子
（62）

＜平成30年４月＞

専 教授

高田　規久子
（62）

＜平成30年４月＞

専 教授

高田　規久子
（63）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
医療安全管理学
成人看護学概論
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
医療安全管理学
成人看護学概論
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

教授

杉浦　浩子
（51）

＜平成30年４月＞

専 教授

杉浦　浩子
（52）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
看護理論
チーム医療演習
卒業研究

基礎セミナー
精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
看護理論
チーム医療演習
卒業研究

精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護演習
看護理論
チーム医療演習
卒業研究

専 教授

舩戸　恵子
（62）

＜平成30年４月＞

専 教授

舩戸　恵子
（62）

＜平成30年４月＞

専 教授

舩戸　恵子
（63）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
家族援助論
チーム医療演習
卒業研究

基礎セミナー
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
家族援助論
チーム医療演習
卒業研究

看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
家族援助論
チーム医療演習
卒業研究

専 教授

藤井　洋子
（55）

＜平成30年４月＞

専 教授

藤井　洋子
（55）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
看護学概論Ⅰ
看護学概論Ⅱ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護方法Ⅲ

（看護過程展開技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護教育学
統合看護演習
卒業研究

基礎セミナー
看護学概論Ⅰ
看護学概論Ⅱ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護方法Ⅲ

（看護過程展開技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護教育学
統合看護演習
卒業研究

専 教授

山本　洋子
（50）

＜平成30年４月＞

専 教授

山本　洋子
（51）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
看護学概論Ⅱ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看護方法Ⅳ
（疾病・治療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
統合看護演習
卒業研究

基礎セミナー

看護学概論Ⅰ
看護学概論Ⅱ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看護方法Ⅳ
（疾病・治療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
統合看護演習
卒業研究

専 教授

三谷　智子
（59）

＜平成30年４月＞

専 教授

三谷　智子
（59）

＜平成30年４月＞

専 教授

三谷　智子
（60）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
保健学Ⅰ（公衆衛生）
統合看護演習
災害看護論
国際看護論
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
保健学Ⅰ（公衆衛生）
統合看護演習
災害看護論
国際看護論
卒業研究

保健学Ⅰ（公衆衛生）
統合看護演習
災害看護論
国際看護論
卒業研究

薬袋　淳子
（56）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論
看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護演習
統合看護実習
家族援助論
ターミナルケア論
チーム医療演習
卒業研究

専 教授

内野　聖子
（49）

＜平成30年４月＞

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護演習
卒業研究

専 教授

杉浦　浩子
（53）

＜平成30年４月＞

精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護演習
看護理論
チーム医療演習
卒業研究

専 教授

山本　洋子
（52）

＜平成30年４月＞

看護学概論Ⅰ
看護学概論Ⅱ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看護方法Ⅳ
（疾病・治療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
統合看護演習
卒業研究

専 教授

舩戸　恵子
（64）

＜平成30年４月＞

看護教育学
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
家族援助論
チーム医療演習
卒業研究

専 教授

三谷　智子
（61）

＜平成30年４月＞

保健学Ⅰ（公衆衛生）
統合看護演習
災害看護論
国際看護論
食生活論
卒業研究

専 教授
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専 准教
授

鍵小野　美和
（45）

＜平成30年４月＞

専 准教
授

鍵小野　美和
（45）

＜平成30年４月＞

専 准教
授

鍵小野　美和
（46）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

アカデミック技法
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

専 教授

藤田　智恵子
（53）

＜平成31年４月＞

成人看護学概論
成人看護学方法Ⅱ（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
卒業研究

専
准教
授

水谷　さおり
（50）

＜平成30年４月＞

専
准教
授

水谷　さおり
（50）

＜平成30年４月＞

専
准教
授

水谷　さおり
（51）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護演習
統合看護実習
チーム医療演習
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護演習
統合看護実習
チーム医療演習
卒業研究

母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護演習
家族援助概論
チーム医療演習
卒業研究

専
准教
授

原　ひろみ
（51）

＜平成30年４月＞

専
准教
授

原　ひろみ
（51）

＜平成30年４月＞

専
准教
授

原　ひろみ
（52）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
公衆衛生看護活動論Ⅲ

（学校保健）

統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
公衆衛生看護活動論Ⅲ

（学校保健）

統合看護実習
卒業研究

小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
公衆衛生看護活動論Ⅲ

（学校保健）

統合看護実習
卒業研究

専 講師

川上　祐子
（51）

＜平成30年４月＞

専 講師

川上　祐子
（51）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
トリートメントケアセミナー

在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
トリートメントケアセミナー

在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

上平　公子
（44）

＜平成30年４月＞

専 講師

上平　公子
（44）

＜平成30年４月＞

専 准教
授

上平　公子
（45）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
(産業保健)
トリートメントケアセミナー

卒業研究

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ

公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
(産業保健)
トリートメントケアセミナー

卒業研究

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
(産業保健)
トリートメントケアセミナー
統合看護演習
卒業研究

専 講師

田中　里美
（51）

＜平成30年４月＞

専 講師

田中　里美
（51）

＜平成30年４月＞

専 講師

田中　里美
（52）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
成人看護学概論
成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
統合看護実習
看護教育学
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
成人看護学概論
成人看護学方法Ⅰ（急性期）

成人看護学方法Ⅱ（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
統合看護実習
看護教育学
卒業研究

基礎セミナー
看護学概論Ⅰ
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ（日常生活
援助技術）
基礎看護学方法Ⅲ（看護過程
展開技術）
基礎看護学方法Ⅳ（診断・治
療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護教育学
卒業研究

専 講師

小平　由美子
（45）

＜平成30年４月＞

専 講師

小平　由美子
（45）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

古川　紀子
（56）

＜平成30年４月＞

専 講師

古川　紀子
（56）

＜平成30年４月＞

専 講師

古川　紀子
（57）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

藤吉　恵美
（43）

＜平成30年４月＞

専 講師

藤吉　恵美
（43）

＜平成30年４月＞

専
准教
授

藤吉　恵美
（44）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

アカデミック技法
基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

道林　千賀子
（48）

＜平成30年４月＞

専 講師

道林　千賀子
（48）

＜平成30年４月＞

専 講師

道林　千賀子
（49）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ

(産業保健)

卒業研究

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ

(産業保健)

卒業研究

公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ

(産業保健)

卒業研究

専 教授

藤田　智恵子
（54）

＜平成31年４月＞

成人看護学概論
成人看護学方法Ⅰ（急性期）
成人看護学方法Ⅱ（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護演習
卒業研究

専
准教
授

藤吉　恵美
（45）

＜平成30年４月＞

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

田中　里美
（53）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
アカデミック技法
成人看護学方法Ⅰ（急性期）
成人看護学方法Ⅱ（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護教育学
卒業研究

専
准教
授

原　ひろみ
（53）

＜平成30年４月＞
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
公衆衛生看護活動論Ⅲ

（学校保健）

食生活論
統合看護演習
統合看護実習
卒業研究

専
准教
授

水谷　さおり
（52）

＜平成30年４月＞

母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護演習
統合看護実習
家族援助概論
食生活論
チーム医療演習
卒業研究

専 准教
授

上平　公子
（46）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
(産業保健)
トリートメントケアセミナー
統合看護演習
卒業研究

専 講師

古川　紀子
（58）

＜平成30年４月＞

アカデミック技法
基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専
准教
授

道林　千賀子
（50）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ
(産業保健)
卒業研究

12



の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等 職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専任・

兼担・

兼任　

の別　

専 講師

箕浦　文枝
（42）

＜平成30年４月＞

専 講師

箕浦　文枝
（42）

＜平成30年４月＞

専 講師

箕浦　文枝
（43）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

専 講師

渡邊　美幸
（45）

＜平成30年４月＞

専 講師

渡邊　美幸
（46）

＜平成30年４月＞

専 講師

渡邊　美幸
（47）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

矢野　優
（42）

＜平成30年４月＞

専 講師

矢野　優
（42）

＜平成30年４月＞

専 講師

矢野　優
（43）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護実習
卒業研究

精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
トリートメントケアセミナー

統合看護実習
卒業研究

佐野　理湖
（43）

＜平成31年４月＞

専 講師

小西　真人
（37）

＜平成31年４月＞

基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ（日常生活
援助技術）
基礎看護学方法Ⅳ（診断・治
療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

専 助教

熊澤　恵美
（46）

＜平成30年４月＞

専 助教

熊澤　恵美
（46）

＜平成30年４月＞

専 助教

熊澤　恵美
（47）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ

（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ

（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ

（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ

（日常生活援助技術）
基礎看護方法Ⅲ

（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ

（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ

（日常生活援助技術）
基礎看学護学方法Ⅳ

（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

専 助教

坂野　久美
（51）

＜平成30年４月＞

専 助教

坂野　久美
（51）

＜平成30年４月＞

専 講師

坂野　久美
（52）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 助教

田島　愛
（44）

＜平成30年４月＞

専 助教

田島　愛
（44）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ

(産業保健)

卒業研究

基礎セミナー
公衆衛生看護活動論Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ

(産業保健)

卒業研究

専 助教

松浦　美由
（33）

＜平成30年４月＞

専 助教

松浦　美由
（33）

＜平成30年４月＞

専 助教

松浦　美由
（34）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
統合看護実習
卒業研究

母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 助教

福澤　大樹
（31）

＜平成30年４月＞

専 助教

福澤　大樹
（31）

＜平成30年４月＞

専 助教

福澤　大樹
（32）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
在宅看護論
在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

専 助教

山口　愛
（41）

＜平成30年４月＞

専 助教

山口　愛
（41）

＜平成30年４月＞

専 助教

山口　愛
（42）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 助教

後藤　邦恵
（49）

＜平成30年４月＞

専 助教

後藤　邦恵
（49）

＜平成30年４月＞

専 助教

後藤　邦恵
（50）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護実習
卒業研究

精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 講師

矢野　優
（44）

＜平成30年４月＞

精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
トリートメントケアセミナー
統合看護実習
卒業研究

専 講師

渡邊　美幸
（48）

＜平成30年４月＞

老年看護学概論
老年看護学方法
老年看護学実習
食生活論
統合看護実習
卒業研究

専 講師

アカデミック技法
基礎セミナー
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護実習
卒業研究

専 助教

高橋　慶彦
（39）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 講師

熊澤　恵美
（48）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護学方法Ⅲ

（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ

（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

専 講師

小西　真人
（38）

＜平成31年４月＞

基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護学方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

佐野　理湖
（44）

＜平成31年４月＞

専 助教

山口　愛
（43）

＜平成30年４月＞

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 講師

坂野　久美
（53）

＜平成30年４月＞

成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 助教

福澤　大樹
（33）

＜平成30年４月＞

在宅看護方法
在宅看護実習
統合看護実習
卒業研究

専 助教

松浦　美由
（35）

＜平成30年４月＞

専 助教

後藤　邦恵
（51）

＜平成30年４月＞

精神看護学概論
精神看護学方法
精神看護学実習
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ

（慢性期）

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

高橋　慶彦
（38）

＜平成30年４月＞

助教専

高橋　慶彦
（37）

＜平成30年４月＞

助教専

高橋　慶彦
（37）

＜平成30年４月＞

助教専

専 講師
アカデミック技法
小児看護学概論
小児看護学方法
小児看護学実習
統合看護実習
卒業研究

13



の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等 職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専任・

兼担・

兼任　

の別　

専 助教

和田　素子
（44）

＜平成31年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)
卒業研究

専 助教

永田　弓枝
（40）

＜平成30年４月＞

専 助教

永田　弓枝
（41）

＜平成31年４月＞

基礎セミナー
成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

兼担 教授

近藤　裕二
（63）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

近藤　裕二
（63）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

近藤　裕二
（64）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論
チーム医療論

医療データ分析論
チーム医療論

医療データ分析論
チーム医療論
医学概論

兼担 教授

石黒　啓司
（60）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

石黒　啓司
（61）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

石黒　啓司
（62）

＜平成30年４月＞

薬理学
統合看護演習
チーム医療演習

薬理学
統合看護演習
チーム医療演習

統合看護演習
チーム医療演習

田中　邦彦
（51）

＜平成30年４月＞

田中　邦彦
（51）

＜平成30年４月＞

田中　邦彦
（52）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

高崎　昭彦
（52）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

高崎　昭彦
（52）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

高崎　昭彦
（53）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論
チーム医療演習

医療データ分析論
チーム医療演習

医療データ分析論
チーム医療演習

兼担 教授

統合看護演習

兼担 教授

統合看護演習

兼担 教授

幅　浩嗣
（66）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

幅　浩嗣
（66）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論 医療データ分析論

兼担 教授

中村　浩二
（54）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

中村　浩二
（54）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

中村　浩二
（55）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論
統合看護演習

医療データ分析論
統合看護演習

医療データ分析論
統合看護演習

兼担 教授

山岡　一清
（66）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

山岡　一清
（66）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

山岡　一清
（67）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
微生物学
統合看護演習

チーム医療論
微生物学
統合看護演習

チーム医療論
医学概論
統合看護演習

兼担 教授

前田　悟司
（66）

＜平成30年４月＞

チーム医療論

兼担 教授

中山　章文
（57）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

中山　章文
（57）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

中山　章文
（58）

＜平成30年４月＞

微生物学 微生物学 医学概論

チーム医療論 チーム医療論

兼担 教授

小野木　満照
（59）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

小野木　満照
（59）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

小野木　満照
（60）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習 チーム医療演習 チーム医療演習

兼担 教授

出路　静彦
（55）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

出路　静彦
（55）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

出路　静彦
（56）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習 チーム医療演習 チーム医療演習

杉山　剛志
（54）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

丹羽　政美
（60）

＜平成31年４月＞

医療データ分析論

生化学 生化学

微生物学

兼担 教授 兼担 教授基礎生物学

杉山　剛志
（53）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

重山　昌人
（61）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

専 助教

永田　弓枝
（42）

＜平成31年４月＞

成人看護学方法Ⅰ
（急性期）
成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
統合看護実習
卒業研究

専 助教

若林　愛弥
（30）

＜令和2年４月＞

母性看護学概論
母性看護学方法
母性看護学実習
卒業研究

専 助教

基礎セミナー
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）
基礎看護学方法Ⅱ
（日常生活援助技術）
基礎看護学方法Ⅲ
（看護過程展開技術）
基礎看学護学方法Ⅳ
（診断・治療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
卒業研究

和田　素子
（45）

＜平成31年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅰ（地区活動）
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護診断演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ（地区活動）
公衆衛生看護学実習Ⅱ(産業保健)
卒業研究

杉江　美樹
（43）

＜令和2年４月＞

山岡　一清
（68）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

チーム医療演習

田中　邦彦
（53）

＜平成30年４月＞

教授

中村　浩二
（56）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論
統合看護演習

兼担 教授
チーム医療論
医学概論
統合看護演習

兼担

松原　守
（54）

＜令和2年４月＞
兼担 教授

生化学

専 助教

医療データ分析論

兼担 教授

近藤　裕二
（65）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論
チーム医療論
医学概論

教授
統合看護演習
チーム医療論
医学概論

兼担

兼担 教授

石黒　啓司
（63）

＜平成30年４月＞

統合看護演習
チーム医療演習

兼担 教授

野下　俊朗
（54）

＜令和2年４月＞

基礎化学

國島　伸治
（58）

＜令和2年４月＞

兼担 教授

小野木　満照
（61）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習

兼担 教授

丹羽　政美
（61）

＜平成31年４月＞

医療データ分析論

出路　静彦
（57）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

中山　章文
（59）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論

兼担 教授

杉山　剛志
（55）

＜平成30年４月＞

微生物学

兼担 教授

重山　昌人
（63）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論
薬理学

兼担 教授

兼担 教授

間野　忠明
（80）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論

兼担 教授

間野　忠明
（80）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論

兼担 教授

統合看護演習

重山　昌人
（62）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
チーム医療論
医学概論
薬理学
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の別　 の別　の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等 職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専任・

兼担・

兼任　

の別　

兼担
准教
授

情報処理入門
基礎物理学

情報処理入門
基礎物理学

篠原　範充
（42）

＜平成30年４月＞ 兼担

情報処理入門
基礎物理学

兼担 教授

永瀬　久光
（65）

＜平成30年４月＞

環境科学概論

兼担 准教
授

渥美　龍男
（56）

＜平成30年４月＞
兼担 准教

授

渥美　龍男
（56）

＜平成30年４月＞
兼担 准教

授

渥美　龍男
（57）

＜平成30年４月＞

八田　武俊
（44）

＜平成30年４月＞

三嶋　智之
（42）

＜平成30年４月＞

基礎生物学
食生活論
生化学
統合看護演習

兼担 准教
授

兼担 准教
授

兼担 准教
授

心理学
情報処理

心理学
情報処理

心理学
情報処理

食生活論
統合看護演習

食生活論
統合看護演習

兼担

松吉ひろ子
（51）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
人体生理機能学Ⅰ
人体生理機能学Ⅱ
医学概論
疾病・治療論Ⅱ（成人･老年
Ⅱ）

兼担
准教
授

三嶋　智之
（41）

＜平成30年４月＞

兼担
准教
授

三嶋　智之
（41）

＜平成30年４月＞

兼担
准教
授

八田　武俊
（43）

＜平成30年４月＞

八田　武俊
（43）

＜平成30年４月＞

兼担 助教

柳田　直子
（37）

＜平成30年４月＞
兼担 助教

柳田　直子
（37）

＜平成30年４月＞

准教
授

松吉ひろ子
（50）

＜平成30年４月＞

兼担 准教
授

チーム医療論
人体生理機能学Ⅰ

助教

安田　悠子
（28）

＜平成30年４月＞

カウンセリング技法
発達心理学
医療心理学

カウンセリング技法
発達心理学
医療心理学

兼担 講師

兼担 講師

濵武　通子
（60）

＜平成31年４月＞

健康科学概論
環境科学概論

准教
授

西出裕子
（57）

＜平成30年４月＞ 兼担
准教
授

兼任 講師

青木　京子
（60）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

青木　京子
（60）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

青木　京子
（61）

＜平成30年４月＞

医療安全管理学 医療安全管理学 医療安全管理学

兼任 講師

磯村　尚弘
（42）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

磯村　尚弘
（43）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

磯村　尚弘
（44）

＜平成30年４月＞

ドイツ語 ドイツ語 ドイツ語

助教

兼担 教授

チーム医療演習

兼担 講師

杉浦　明弘
（39）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習

兼担

渥美　龍男
（58）

＜平成30年４月＞

情報処理入門
基礎物理学

篠原　範充
（44）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習

兼担 教授

唐沢泉
（63）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
医学概論

兼担 教授

心理学
情報処理

兼担
准教
授

下郷　智弘
（46）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

兼任 講師

青木　京子
（62）

＜平成30年４月＞

看護管理学

兼任 講師

池戸　亜紀
（44）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

磯村　尚弘
（45）

＜平成30年４月＞

ドイツ語

兼担 准教
授

濵武　通子
（61）

＜平成31年４月＞

兼担 准教
授

八田　武俊
（45）

＜平成30年４月＞

兼担
准教
授

三嶋　智之
（43）

＜平成30年４月＞

統合看護演習

兼担 准教
授

松吉ひろ子
（52）

＜平成30年４月＞

人体生理機能学Ⅰ
人体生理機能学Ⅱ
疾病・治療論Ⅱ（成人･老年
Ⅱ）
チーム医療演習

兼担 准教
授

兼担 准教
授

高　鑫坤
（48）

＜平成30年４月＞

中国語
鍼灸・漢方セミナー

兼担
准教
授

赤堀　克己
（55）

＜平成30年４月＞

基礎数学

講師

菅原　太喜子
（47）

＜平成30年４月＞

兼担 講師

南　武志
（46）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論

兼担 講師

中川　泰久
（46）

＜令和2年４月＞

医療データ分析論

健康科学概論
環境科学概論

兼担 准教
授

松井　敦聡
（46）

＜平成31年４月＞

基礎生物学
人類遺伝・発生学

哲学
倫理学
生命倫理学
看護倫理

安田　悠子
（30）

＜平成30年４月＞

カウンセリング技法
発達心理学
医療心理学

西出　裕子
（59）

＜平成30年４月＞

兼担 講師

中山麻美
（44）

＜平成31年４月＞

基礎英語
英語Ⅰ
英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級）

兼担

兼担 教授

唐沢泉
（61）

＜平成30年４月＞
兼担 教授

唐沢泉
（62）

＜平成30年４月＞

チーム医療論
チーム医療論
医学概論

准教
授

篠原　範充
（43）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習 チーム医療演習 チーム医療演習

医療データ分析論

兼担
准教
授

永井　慎
（45）

＜平成30年４月＞ 兼担
准教
授

永井　慎
（46）

＜平成30年４月＞

人類遺伝・発生学 人類遺伝・発生学

下郷　智弘
（44）

＜平成30年４月＞

下郷　智弘
（44）

＜平成30年４月＞

下郷　智弘
（45）

＜平成30年４月＞兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

医療データ分析論 医療データ分析論

兼担
准教
授

篠原　範充
（42）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

高　鑫坤
（46）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

高　鑫坤
（46）

＜平成30年４月＞ 兼担 講師

高　鑫坤
（47）

＜平成30年４月＞

鍼灸・漢方セミナー 鍼灸・漢方セミナー
中国語
鍼灸・漢方セミナー

赤堀　克己
（54）

＜平成30年４月＞

基礎数学 基礎数学 基礎数学

兼担 講師

南　武志
（43）

＜平成30年４月＞ 兼担 講師

南　武志
（44）

＜平成30年４月＞ 兼担 講師

南　武志
（45）

＜平成30年４月＞

医療データ分析論 医療データ分析論 医療データ分析論

准教
授

赤堀　克己
（53）

＜平成30年４月＞ 兼担
准教
授

兼担 講師

赤堀　克己
（52）

＜平成30年４月＞ 兼担

西出裕子
（57）

＜平成30年４月＞ 兼担 教授

西出　裕子
（58）

＜平成30年４月＞

チーム医療演習 チーム医療演習 チーム医療演習

兼担

基礎英語
英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級） 英会話Ⅱ（中級）

兼担 助教

安田　悠子
（27）

＜平成30年４月＞
兼担

チーム医療演習

兼担 講師

菅原　太喜子
（45）

＜平成30年４月＞

兼担 講師

菅原　太喜子
（45）

＜平成30年４月＞

兼担 講師

菅原　太喜子
（46）

＜平成30年４月＞

哲学
倫理学
生命倫理学
看護倫理

哲学
倫理学
生命倫理学
看護倫理

哲学
倫理学
生命倫理学
看護倫理

杉浦　明弘
（36）

＜平成30年４月＞

杉浦　明弘
（37）

＜平成30年４月＞

杉浦　明弘
（38）

＜平成30年４月＞兼担 助教 兼担 講師 兼担 講師

チーム医療演習 チーム医療演習

兼担 講師 基礎英語
英語Ⅰ
英語Ⅱ
英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級）

中山麻美
（43）

＜平成31年４月＞

基礎生物学
人類遺伝・発生学

兼担 講師

萬代　大樹
（41）

＜平成31年４月＞

基礎化学

松井　敦聡
（45）

＜平成31年４月＞

アンドリュウー

ヒッチング

（54）
＜平成30年４月＞

兼任 講師

石山　光枝
（63）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

石山　光枝
（63）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

石山　光枝
（64）

＜平成30年４月＞

看護管理学 看護管理学 看護管理学

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

兼任 講師

アンドリュウー

ヒッチング

（54）
＜平成30年４月＞

兼任 講師

英会話Ⅰ（初級） 英会話Ⅰ（初級）

兼任 講師

池戸　亜紀
（42）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

池戸　亜紀
（42）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

池戸　亜紀
（43）

＜平成30年４月＞
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専任・

兼担・

兼任　

の別　

法学 法学

兼任 講師

大島　健次郎
（69）

＜平成30年４月＞
兼任

兼任 講師

岡本　秀範
（67）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

岡本　秀範
（67）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

大野　勝弘
（73）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

岡本　祥成
（70）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

岡本　祥成
（70）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

岡本　祥成
（71）

＜平成30年４月＞

健康科学概論
保健医療福祉制度論Ⅱ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

健康科学概論
保健医療福祉制度論Ⅱ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

保健医療福祉制度論Ⅱ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

基礎英語
英語Ⅰ
英語Ⅱ

家族援助論 家族援助論

兼任 講師

森脇　昭史
（70）

＜平成30年４月＞

経済学

兼任 講師

荻田　誠一
（72）

＜平成30年４月＞

経済学

兼任 講師

川鱩　市郎
（62）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

川鱩　市郎
（62）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

川鱩　市郎
（63）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅳ（母性） 疾病・治療論Ⅳ（母性） 疾病・治療論Ⅳ（母性）

兼任 講師

加藤　明美
（48）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

加藤　明美
（48）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

加藤　明美
（49）

＜平成30年４月＞

家族援助論 家族援助論 家族援助論

兼任 講師

趙　賢美
（44）

＜平成30年４月＞

講師

沢田　美代子
（76）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

澤井　美穂
（46）

＜平成30年４月＞

澤井　美穂
（46）

＜平成30年４月＞

澤井　美穂
（47）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

佐藤　和良
（74）

＜平成30年４月＞

兼任 講師
精神看護学概論
精神看護学方法

精神看護学概論
精神看護学方法

兼任 講師

高田　幹夫
（44）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

高田　幹夫
（44）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

高田　幹夫
（45）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

精神看護学概論
精神看護学方法

人体生理機能学Ⅰ
人体生理機能学Ⅱ 人体生理機能学Ⅱ

兼任 講師

西田　純久
（55）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

西田　純久
（55）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

西田　純久
（56）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅴ（小児） 疾病・治療論Ⅴ（小児） 疾病・治療論Ⅴ（小児）

兼任 講師

西村　直記
（50）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

西村　直記
（50）

＜平成30年４月＞

兼任

兼任 講師

ターミナルケア論

大島　健次郎
（71）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

疾病・治療論Ⅰ
（成人･老年Ⅰ）

江村　正一
（69）

＜平成30年４月＞

澤井　美穂
（48）

＜平成30年４月＞

後藤　真理
（54）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

川鱩　市郎
（64）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅳ（母性）

兼任 講師

ポルトガル語

兼任 講師

井上　眞人
（59）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅲ（精神）

兼任 講師

岡本　祥成
（72）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅱ
（産業保健）

兼任 講師

臼井　潤一郎
（47）

＜平成30年４月＞

保健医療福祉制度論Ⅰ

兼任 講師

家族援助論

加藤　明美
（50）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

北村　隆幸
（39）

＜平成30年４月＞

ボランティア技法

兼任 講師

兼任 講師

趙　賢美
（46）

＜平成30年４月＞

韓国語

兼任 講師
人体構造学Ⅰ
人体構造学Ⅱ

森　敏幸
（69）

＜平成30年４月＞

精神看護学概論
精神看護学方法

兼任 講師

篠崎　恵美子
（56）

＜平成30年４月＞

フィジカルアセスメント論

兼任 講師

染川　智勇
（53）

＜平成30年４月＞

手話技法

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

疾病・治療論Ⅲ（精神） 疾病・治療論Ⅲ（精神） 疾病・治療論Ⅲ（精神）

井上　眞人
（57）

＜平成30年４月＞

井上　眞人
（57）

＜平成30年４月＞

井上　眞人
（58）

＜平成30年４月＞

講師

大島　健次郎
（69）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

大島　健次郎
（70）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅰ
（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅰ
（成人･老年Ⅰ）

疾病・治療論Ⅰ
（成人･老年Ⅰ）

兼任 講師

臼井　潤一郎
（45）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

臼井　潤一郎
（45）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

臼井　潤一郎
（46）

＜平成30年４月＞

保健医療福祉制度論Ⅰ 保健医療福祉制度論Ⅰ 保健医療福祉制度論Ⅰ

兼任 講師

植木　哲
（73）

＜平成30年４月＞ 兼任

兼任 講師

王　莉莎
（56）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

王　莉莎
（56）

＜平成30年４月＞

中国語 中国語

講師

植木　哲
（73）

＜平成30年４月＞

環境科学概論

兼任 講師

大野　秀夫
（69）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

大野　秀夫
（70）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

大野　秀夫
（71）

＜平成30年４月＞

医学概論 医学概論 医学概論

講師

後藤　真理
（52）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

後藤　真理
（53）

＜平成30年４月＞

ポルトガル語 ポルトガル語 ポルトガル語

兼任 講師

河村　昌子
（44）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

河村　昌子
（44）

＜平成30年４月＞

基礎化学

兼任 講師

橋場　稔
（74）

＜平成30年４月＞

基礎化学

北村　隆幸
（37）

＜平成30年４月＞

北村　隆幸
（37）

＜平成30年４月＞

北村　隆幸
（38）

＜平成30年４月＞兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

ボランティア技法 ボランティア技法 ボランティア技法

兼任 講師

後藤　真理
（52）

＜平成30年４月＞ 兼任

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

ターミナルケア論 ターミナルケア論 ターミナルケア論

沢田　美代子
（77）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護活動論Ⅲ
（学校保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ
（学校保健）

公衆衛生看護活動論Ⅲ
（学校保健）

兼任 講師

篠崎　恵美子
（53）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

篠崎　恵美子
（54）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

篠崎　恵美子
（55）

＜平成30年４月＞

フィジカルアセスメント論 フィジカルアセスメント論 フィジカルアセスメント論

兼任 講師

染川　智勇
（51）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

染川　智勇
（51）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

染川　智勇
（52）

＜平成30年４月＞

手話技法 手話技法 手話技法

兼任 講師

沢田　美代子
（76）

＜平成30年４月＞
兼任

兼任 講師

趙　賢美
（44）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

趙　賢美
（45）

＜平成30年４月＞

韓国語 韓国語 韓国語

森　敏幸
（67）

＜平成30年４月＞

森　敏幸
（67）

＜平成30年４月＞

森　敏幸
（68）

＜平成30年４月＞
兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師
人体構造学Ⅰ
人体構造学Ⅱ

人体構造学Ⅰ
人体構造学Ⅱ

江村　正一
（67）

＜平成30年４月＞

江村　正一
（68）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

長崎　幸雄
（71）

＜平成30年４月＞

人体構造学Ⅰ
人体構造学Ⅱ

講師

西村ステファニー
（34）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

西村ステファニー
（34）

＜平成30年４月＞

英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級）

英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級）

英語Ⅰ
英語Ⅱ
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＜就任（予定）年月＞
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兼任　
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氏　　名
（年　齢）
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

講師

社会慣習・マナー技法 社会慣習・マナー技法

講師

水野　かがみ
（53）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

兼任 講師

渡邊　正
（76）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

渡邊　正
（76）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

渡邊　正
（77）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅱ
（成人･老年Ⅱ）

疾病・治療論Ⅱ
（成人･老年Ⅱ）

疾病・治療論Ⅱ
（成人･老年Ⅱ）

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

笠原　公靖
（42）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

齋藤　綾
（42）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

齋藤　綾
（42）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

山岸　由佳
（41）

＜平成30年４月＞

山岸　由佳
（41）

＜平成30年４月＞兼任 講師 兼任 講師

疾病・治療論Ⅴ（小児） 疾病・治療論Ⅴ（小児）

兼任 講師

高橋　正司
（57）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

高橋　正司
（57）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

長尾　ひろみ
（49）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

長尾　ひろみ
（49）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

長尾　ひろみ
（50）

＜平成30年４月＞

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護学概論

兼任 講師

笠原　公靖
（41）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

笠原　公靖
（41）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

兼任 講師

渡辺　美也子
（44）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

渡辺　美也子
（44）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

渡辺　美也子
（45）

＜平成30年４月＞

在宅看護方法 在宅看護方法 在宅看護方法

兼任 講師

井戸　悦子
（65）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

井戸　悦子
（65）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

井戸　悦子
（66）

＜平成30年４月＞

在宅看護方法 在宅看護方法 在宅看護方法

小児看護方法

兼任 講師

仲井　美由紀
（53）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

仲井　美由紀
（53）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

仲井　美由紀
（54）

＜平成30年４月＞

感染看護論 感染看護論 感染看護論

兼任 講師

福井　是子
（60）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

福井　是子
（60）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

福井　是子
（61）

＜平成30年４月＞

看護倫理 看護倫理 看護倫理

兼任 講師

萩原　聡央
（47）

＜平成31年４月＞

法学

兼任 講師

小牧　充世
（63）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

小牧　充世
（63）

＜平成30年４月＞ 兼任

医療英語

兼任 講師

藤澤　江里子
（45）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

藤澤　江里子
（45）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

藤澤　江里子
（46）

＜平成30年４月＞

小児看護方法 小児看護方法

兼任 講師

笠原　公靖
（43）

＜平成30年４月＞

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

兼任 講師

蜂須賀　三稀
（60）

＜平成30年４月＞

社会慣習・マナー技法

兼任 講師

服部　長務
（70）

＜平成30年４月＞

体育実技

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

兼任 講師

榊原　照彦
（43）

＜平成30年４月＞

吉川　杉生
（64）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

星野　政明
（78）

＜平成30年４月＞

社会福祉学

兼任 講師

水野　かがみ
（55）

＜平成30年４月＞

運動指導論

兼任 講師

社会学

兼任 講師

渡邊　正
（78）

＜平成30年４月＞

疾病・治療論Ⅱ
（成人･老年Ⅱ）

兼任 講師

福井　是子
（62）

＜平成30年４月＞

看護倫理

兼任 講師

仲井　美由紀
（55）

＜平成30年４月＞

感染看護論

兼任 講師

小牧　充世
（65）

＜平成30年４月＞

医療英語

兼任 講師

萩原　聡央
（48）

＜平成31年４月＞

法学

兼任 講師

代田　知之
（30）

＜平成31年４月＞

経済学

兼任 講師

大島　昌子
（47）

＜平成31年４月＞

家族援助論

社会慣習・マナー技法

兼任 講師

服部　長務
（68）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

服部　長務
（68）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

服部　長務
（69）

＜平成30年４月＞

体育実技 体育実技 体育実技

蜂須賀　三稀
（57）

＜平成30年４月＞

蜂須賀　三稀
（58）

＜平成30年４月＞

蜂須賀　三稀
（59）

＜平成30年４月＞兼任 講師 兼任 講師 兼任

兼任 講師

星野　政明
（76）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

星野　政明
（76）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

星野　政明
（77）

＜平成30年４月＞

社会福祉学 社会福祉学 社会福祉学

水野　かがみ
（54）

＜平成30年４月＞

運動指導論 運動指導論 運動指導論

兼任 講師

吉川　杉生
（62）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

吉川　杉生
（62）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

吉川　杉生
（63）

＜平成30年４月＞

社会学 社会学 社会学

兼任 講師

水野　かがみ
（53）

＜平成30年４月＞ 兼任

教育学 教育学

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

母性看護学方法 母性看護学方法 母性看護学方法

櫻井　麻加
（36）

＜平成30年４月＞

櫻井　麻加
（36）

＜平成30年４月＞

櫻井　麻加
（37）

＜平成30年４月＞

教育学

齋藤　綾
（43）

＜平成30年４月＞

母性看護学方法 母性看護学方法 母性看護学方法

兼任 講師

入山　淳子
（52）

＜平成30年４月＞ 兼任 講師

入山　淳子
（53）

＜平成30年４月＞

成人看護学概論 成人看護学概論

兼任 講師

榊原　照彦
（41）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

榊原　照彦
（41）

＜平成30年４月＞
兼任 講師

榊原　照彦
（42）

＜平成30年４月＞

講師

小牧　充世
（64）

＜平成30年４月＞

医療英語 医療英語

兼任 講師

大島　昌子
（46）

＜平成31年４月＞

家族援助論

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

成人看護学方法Ⅱ
（慢性期）

兼任 講師

代田　知之
（29）

＜平成31年４月＞

経済学

兼任 講師

冨田　福代
（65）

＜平成31年４月＞

兼任 講師

正司　孝太郎
（41）

＜平成31年４月＞

カウンセリング技法
発達心理学
医療心理学

兼任 講師

杉山　実加
（31）

＜令和2年４月＞

教育学

兼任 講師

ボイズ　ニコラス
（37）

＜令和2年４月＞

英語Ⅱ

兼任 講師

ポール　ディッキンソン
（54）

＜令和2年４月＞

英会話Ⅰ（初級）
英会話Ⅱ（中級）

兼任 講師

長谷川　誠一
（60）

＜令和2年４月＞

疾病・治療論Ⅴ（小児）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【平成３０年度】
・平成３０年４月山本教授就任。
・平成３０年４月永田助教就任。

【令和元年度】
・平成31年3月藤井教授辞任。
・平成31年3月川上講師辞任。
・平成31年3月小平講師辞任。
・平成31年3月田島助教辞任。
・令和元年4月藤田教授就任。
・令和元年4月小西講師就任。
・令和元年4月佐野講師就任。
・令和元年4月和田助教就任。

【令和２年度】
・令和2年3月鍵小野准教授辞任。
・令和2年3月箕浦講師辞任。
・令和2年4月若林助教就任。
・令和2年4月杉江助教就任。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
3

= 60 ％
5

[△3]

2

[△3]

3 3

5

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

(9) (32)

9 32

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

(3)

[+1] [+2] [△2] [+1] [+2]

10 5 8 9 32

[+1] [+2]

10 5 8 9 32

(10) (3) (10)

12 6

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

9 3

歳 名 名

年齢構成

8

　（２）－③　年齢構成

10 8 30
10 5

[+1] [+2] [△2]

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授：65歳
教授以外：62歳

1 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
1

= ％
32

3.12

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
32
30

= 106.66 ％
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

①

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

R2.3

①

必修 卒業研究 ①

必修 小児看護学方法 ①

小児看護学概論 ①

必修 小児看護学実習 ①

必修 統合看護演習 ①

必修 統合看護実習

必修
基礎看護学方法Ⅰ
（共通基本技術）

①

必修 卒業研究 ①

6 講師 箕浦文枝 R2.3

必修
基礎看護学方法Ⅱ

（日常生活援助技術）
①

必修
基礎看護方法Ⅲ

（看護過程展開技術）
①

必修
基礎看学護学方法Ⅳ

（診断・治療に伴う援助技
術）

①

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ

必修 アカデミック技法 ①

必修

２ 講師 川上祐子 H31.3 H31.3.31付け一身上の都合の理由により退職（元）在宅看護方法 ①

必修 在宅看護実習 ①

必修 統合看護実習 ①

必修 卒業研究 ①

①

必修

4

選択 公衆衛生看護活動論Ⅰ ①

選択 公衆衛生看護方法論Ⅰ ①

選択 公衆衛生看護診断演習 ①

選択 公衆衛生看護学実習Ⅰ ①

選択

助教 田島愛 H31.3

5 准教授 鍵小野美和

H31.3.31付け一身上の都合の理由により退職（元）

必修 基礎セミナー ①

必修 小児看護学方法 ①

必修 小児看護学実習 ①

必修 統合看護実習 ①

必修 卒業研究 ①

必修 基礎セミナー ①

H31.3.31付け一身上の都合の理由により退職（元）

①

3 講師 小平由美子 H31.3

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

選択 看護教育学 ①

必修 統合看護演習 ①

必修 卒業研究 ①

必修 基礎セミナー ①

選択 トリートメントケアセミナー ①

必修 在宅看護論

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修必修 0

計

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

１ 教授 藤井洋子 H31.3 H31.3.31付け一身上の都合の理由により退職（元）

看護学概論Ⅱ

①

自由自由

計 計

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

科目

選択 科目

0 自由 0

基礎看護学方法Ⅰ

選択

自由

科目

①

卒業研究

必修 6

③の合計数（c）辞任した教員数

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

選択 0 選択

6 計

必修 0

計 0

6 人

計

0自由 自由

6

0 選択 0

必修

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

基礎看護学方法Ⅲ

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

人
科目

看護学概論Ⅰ ①

0

0

基礎セミナー

番　号

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

6 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

必修

公衆衛生看護学実習Ⅱ ①

必修

必修

必修 ①
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

令和２年度は、２名の教員辞任があったが、助手からの昇任が２名あり、また担当授業科目の見直しにより辞任教員の授業科目は全て専任教員が
担当している。すなわち、小児看護学領域については、令和１年度に補充した教員が担当、成人看護学領域については昇任した助教が担当してい
て、教育体制については全く問題はない。学生への周知については、ＷＥＢシラバスシステムを導入していて全ての学生に行っている。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

6

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 6 科目 計 6

6 人

必修 6 科目 必修

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0 0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

6

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

科目 選択

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 20 ％
6
30

計

0 選択

必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択

必修

該当なし

必修

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（２９年）

該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３０年）

該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和１年）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

留意事項 履行済

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

中日本自動車短期大学
モータースポーツエン
ジニアリング学科の定
員充足率の平均が０．
７倍未満となっている
ことから、学生確保に
努めるとともに、入学
定員の見直しについて
検討すること。

平成30年度より入学定員を
40名から30名に引き下げ
た。また、それに合わせ、
定員確保のため、モーター
スポーツの取り組み内容、
自動車メーカーの開発職や
レース関連企業への就職実
績などの特徴をきめ細かく
広報した。この結果、平成
30年度の入学生数は35名と
なって、平均入学定員超過
率は0.83となった。（平成
３０年度）

22



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

1学期の授業期間　15週

７　その他全般的事項

＜看護学部　看護学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、前期の講義
開始日を4月10日から4月22日以降に変更した。これにより
前期の授業期間を15週から13週に変更したが、一部リモー
ト講義を実施することで講義回数は変更せず、シラバスど
おりに実施する予定。

教授会の下部組織として、薬学部、看護学部、保健科学部合同による全学のＦＤ・ＳＤ委員会を設置して、Ｆ
Ｄ・ＳＤ活動に関する推進事項を審議し、実行している。

委員会委員は、看護学部より２名、薬学部より２名、保健科学部各学科より２名ずつ４名、事務より２名の１０

名で構成している。委員会は、委員全員の参加のもと、年４回程度開催している。

本学の次の事項を審議する。

１）ＦＤ・ＳＤ推進のための企画及び実施に関すること。

２）ＦＤ・ＳＤに関する報告書等の作成に関すること。

３）その他のＦＤ・ＳＤの推進に関すること。
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　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ａ　実施内容

②　実施状況

令和１年度は下記の内容を実施した。令和２年度については、新型コロナウイルス感染の動向等を勘案しな

がら研修会等の同様な内容を計画すると共に、授業改善に特化した取り組みを行う計画である。

①教職員ＦＤ・ＳＤ研修会（年２回）

②授業評価アンケート

③教員相互の授業参観

④授業評価アンケート結果に基づく各教員のリフレクション（内省）の実施

①教職員ＦＤ・ＳＤ研修会

全教職員を対象として２時間程度の研修会を年２回実施する。

②山形大学主催ＦＤ合宿セミナー又はコンソーシアム京都主催ＦＤセミナー

新任教員から希望者を募り派遣する。参加後は、報告会を行う。

③授業評価アンケート

前期・後期の２回、ポータルサイトを通じて実施する。

④教員相互の授業参観

新任教員を対象にして実施する。

⑤授業評価アンケート結果に基づく各教員のリフレクション（内省）の実施

事務局から各教員に対し、様式により授業状況等の説明と自己評価を依頼して提出させる。

①教職員ＦＤ・ＳＤ研修会（年２回）

令和１年度は、12/25と3/16の２回、研修会を下記のとおり実施した。なお、３月度については、新型コロナ

ウイルス感染に配慮し、直接の聴講及びビデオ聴講により教職員全員の参加を図った。

・令和１年12月25日「高等学校教育の現状と大学教育に期待すること」

帝京大学可児高等学校中学校校長 加藤昭二氏

・令和２年 3月16日「障害のある学生に対する合理的配慮～考え方と支援の実際～」

富山大学教育・学生支援機構学生支援センター：西村優紀美氏

②授業評価アンケート

ポータルサイト上で令和１年度は前期は7～8月、後期は1～2月に入力期間を設け実施した。

③教員相互の授業参観

令和１年度は新任の教員を対象に実施した。

④授業評価アンケート結果に基づく各教員のリフレクション（内省）の実施

「授業方法の工夫」「学生への配慮」「学生授業アンケートの対応」の3項目について、各教員が記載し

提出した。

①教職員ＦＤ・ＳＤ研修会（年２回）

令和１年度は「高等学校教育の現状と大学教育に期待すること」「障害のある学生に対する合理的配慮」等

を学び授業改善に役立てた。今年度も、教職員共に活用できるテーマを選定し実施して、授業改善に役立

てていく。

②山形大学主催ＦＤ合宿セミナー又はコンソーシアム京都主催ＦＤセミナーへの参加と報告

参加教員の授業改善に役立てると共に、報告会により教職員と情報を共有するよう実施する。

③授業評価アンケート及びそれに基づく各教員のリフレクション（内省）の実施

「授業方法の工夫」「学生への配慮」「学生授業アンケートの対応」の観点から、授業評価アンケート結果を

参考にしながら各教員が自己評価を行い授業改善点を明確にして、改善に努めている。

更に所属長も交え、結果を有効活用する計画する。

④教員相互の授業参観

参観後は、所定のアンケート用紙に記載して提出させ、授業担当教員にその結果をフィードバックしている。
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　ｂ　公表方法

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　　該当なし

　　・令和１年度報告書：令和２年10月1日公表予定

　　・大学ホームページ上に公開予定

　　・平成３０年１０月に評価機関（財）日本高等教育評価機構の評価を受審し適合の判定を受けた。

　　　　いて記入してください。

　　　次回は令和７年度に受審の予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成30年度報告書：公表済

②　自己点検・評価報告書

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（４） 自己点検・評価等に関する事項

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

令和１年度実施日

・前期授業対象のアンケート入力期間：令和１年7月～8月

・後期授業対象のアンケート入力期間：令和２年1月～2月

なお、本年度も同時期に実施する計画である。

○教員への公開

・担当科目についてポータルサイトにより常時公開している。

○学生への公開

・公開期間を決めポータルサイトにおいて公開している。

本看護学部は、超高齢社会や地域保健医療に貢献する高度な看護師・保健師を育成するため、より一層の
看護教育の高度化への対応や、より利便性の高い可児キャンパスへの移転も考慮して、現在の保健科学部か
ら独立して設置した。これに際し、設置の趣旨に記載したとおり、教育体制、教育内容は基本的に現行体制・内
容を継続して実施しているが、看護学部となったことから、平成30年度より新たに看護学部長、看護学科長を
選任して教育体制を強化し、令和１～２年度もこれを継続する。一方、更なる教育体制・内容の充実を目指し、
「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」に沿って問題がないことを確認し、教育内容についても、看護学部設
置のアフターケア期間終了後の令和4年度実施を目指して、見直しを行っている。また実習体制についても、随
時、指定規則に係る実習施設の変更承認申請の手続きを経て実習機関の増強を行うと共に、他学科との調整
が行えるよう、各学科教員及び事務職員から委員を選任して全学的な「臨地（臨床）実習委員会」を平成30年度
より設置し活動を行っている。
本看護学部は、当初の計画どおり新校舎の改装工事、設備設置工事及び移転を行って令和１年度より可児
キャンパスに移設した。これに伴い、開設時の関キャンパスに入学した平成30年度入学生の可児キャンパス移
動を問題なく行った。更に、この可児キャンパスに令和１年度入学生は97名、令和２年度入学生は104名を迎え
ることができた他、本学部開設以降の３年間において退学者は一人も発生していない。なお、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響により授業開始が遅れるが、遠隔授業の実施等により講義回数は変更せず、シラバス通り
に行う予定である。
これらのとおり、設置の趣旨・目的については十分に達成している。

25



※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）
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